
美浜発電所の状況

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

藤
村
︶

☎
32
︲
６
７
０
３

問

食
用
廃
油
の
処
分
方
法

分
別
回
収
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル

　

食
用
廃
油
を
処
分
す
る
場
合
、
凝
固
剤

で
固
め
て
可
燃
ご
み
に
出
す
の
が
一
般
的

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
で
は
可
燃
ご

み
が
増
え
る
ほ
か
、
一
般
の
ご
み
よ
り
も

激
し
く
燃
焼
す
る
た
め
、
処
理
施
設
に
負

担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
解
決
す
る
た
め
、
町

で
は
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
用
廃
油
の

分
別
回
収
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ

125

　皆さんは、ご家庭で出た食用廃油 ( 使用済みてんぷら油等 ) をどのように処

分していますか。多くの方が、食用廃油を可燃ごみとして処分されていること

と思いますが、実はリサイクルすることができます。

　今月号では、食用廃油の分別回収についてご紹介します。

食用廃油も立派な資源

食
用
廃
油
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
食
用
廃
油
の
分
別
回
収
を
図

る
た
め
、
専
用
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
町
内

8
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
さ
れ
た
食
用
廃
油
は
、
工
業
用
の

潤
滑
油
の
代
用
品
や
家
畜
用
の
飼
料
用
添

加
物
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)

■年度別食用廃油回収量(ℓ)

1100

1200

1300

1400

1500

1600

H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
方
法

　

家
庭
で
廃
棄
さ
れ
る
液
状
の
植
物
性
食

用
油(

て
ん
ぷ
ら
油
、オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
等)

※ 

賞
味･

消
費
期
限
切
れ
、
未
使
用
の
油

も
回
収
し
ま
す
。

※ 

食
用
油
以
外
の
油
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
た
め
、
混
入
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
美
浜
町
漁
業
協
同
組
合(

日
向)

・
福
井
県
漁
連
早
瀬
支
所(

早
瀬)

・
美
浜
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー(

松
原)

・
美
浜
町
役
場(

郷
市)

・
新
庄
区
事
務
所(

新
庄)

・
東
部
診
療
所(

佐
田)

・
美
浜
町
漁
業
協
同
組
合
菅
浜
支
所(

菅
浜)

・
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト(

丹
生)

■
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
箇
所

■
回
収
で
き
る
油
の
種
類

　

使
用
済
み
の
油
は
＂
て
ん
か
す
＂
等
を

取
り
除
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
各

回
収
場
所
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
し
っ
か
り
と
ふ
た
を

閉
め
、
油
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
回
収
方
法

　

ご
み
の
減
量
化･

資
源
化
の
よ
り
一
層
の

推
進
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

～回収ボックスを活用しよう～

↑町内 8 カ所に設置している食用油回収専用ボックス

　

美
浜
発
電
所
で
は
、
現
在
、
構
内
に

多
く
の
工
事
車
両
や
重
機
等
が
入
り
、

３
，
０
０
０
人
以
上
の
工
事
関
係
者
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

1･

2
号
機
で
は
、平
成
27
年
4
月
27
日

に
運
転
を
終
了
し
、
平
成
29
年
4
月
19
日

に
原
子
力
規
制
委
員
会
よ
り
廃
止
措
置
計

画
の
認
可
を
受
け
、
同
年
8
月
か
ら
廃
止

措
置
工
事(

原
子
力
発
電
所
を
解
体･

撤

去
し
、
廃
棄
物
の
処
理
処
分
を
す
る
こ
と)

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
3
号
機
で
は
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
て
定
め
ら

れ
た
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
た
め
、

平
成
29
年
6
月
か
ら
発
電
所
の
安
全
性

を
高
め
る
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

令
和
2
年
7
月
の
工
事
完
了
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

美
浜
発
電
所
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

美
浜
発
電
所
で
は
、
現
在
実
施
し
て
い

る
1･

2
号
機
で
の
廃
止
措
置
の
取
り
組

み
や
3
号
機
の
安
全
性
向
上
対
策
工
事
に

つ
い
て
、
発
電
所
構
内
に
入
っ
て
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

12
月
12
日
に
は
、
北
西
郷
公
民
館
の

公
民
館
講
座
と
し
て
18
人
の
受
講
者
が

発
電
所
を
訪
れ
、
Ｖ
Ｒ(

バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ)

ス
コ
ー
プ
を
使
用
し
、
バ
ス

車
内
か
ら
発
電
所
の
全
景
の
ほ
か
、
原

子
炉
建
屋
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
内
部
が

見
渡
せ
る
映
像
を
見
な
が
ら
、
発
電
所

の
概
要
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

町
内
団
体
に
よ
る

発
電
所
内
工
事
の
見
学
に
つ
い
て

　

ま
た
、
1
月
17
日
に
は
、
美
浜
町
区
長

会
の
研
修
に
参
加
し
た
区
長
が
発
電
所
を

視
察
し
、
1･
2
号
機
の
タ
ー
ビ
ン
建
屋

内
の
機
器
の
解
体
の
様
子
や
、
3
号
機
の

安
全
対
策
工
事
の
内
容･
進
捗
状
況
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
内
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
等
で
、

1･

2
号
機
の
廃
止
措
置
の
状
況
や
、

3
号
機
の
安
全
性
対
策
に
つ
い
て
、
現

地
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

町
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

(

担
当
・
上
光
︶
☎
32
︲
６
７
１
６

問

↑ 1･2 号機の廃止措置工事の様子

↑原子炉建屋内の様子を VR で疑似体験

↑ 3 号機周辺の安全対策工事を視察 ↑ 1･2 号機のタービン取り外しの状況を視察↑回収された食用廃油
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お
知
ら
せ

　

令
和
2
年
4
月
か
ら
、
農
業
委
員
会
総

会
の
開
催
月
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

変
更
に
伴
い
総
会
は
原
則
と
し
て
年
6

回
の
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
許
可
申
請

を
行
う
際
は
、
開
催
月
や
締
め
切
り
日
に

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

美
浜
町
農
業
委
員
会
総
会
の

開
催
月
変
更
の
お
知
ら
せ

町
農
業
委
員
会
事
務
局

(

担
当･

山
本)

☎
32
︲
６
７
０
６

問
● 

総
会
開
催
日

　

 

○
変
更
前　

毎
月
28
日

　

 

○
変
更
後　

奇
数
月
28
日

※ 

臨
時
に
総
会
を
開
催
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

許
可
申
請
締
め
切
り
日

　

 

○
総
会
開
催
月
の
10
日
ま
で

   (

閉
庁
日
の
場
合
は
直
前
の
開
庁
日)

　

一
般
家
庭
用
の
下
水
道
使
用
料
は
、
原

則
と
し
て
住
民
票
の
世
帯
人
数
で
計
算
し

て
お
り
、
転
入
や
転
出
、
出
生
、
死
亡
等

に
よ
り
世
帯
人
数
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

は｢

下
水
道
世
帯
人
員
変
更
届
出
書｣

の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
単
身
赴
任
や
進
学
、
長
期
入

院
等
の
理
由
に
よ
り
美
浜
町
に
住
民
票

を
置
い
た
ま
ま
一
時
的
に
町
外
で
居
住
し

て
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
こ
の
届
け
出

に
よ
り
減
員
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
減

員
と
な
っ
た
方
が
世
帯
に
戻
ら
れ
た
際

に
は
、
必
ず
増
員
の
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

  ｢

下
水
道
世
帯
人
員
変
更
届
出
書｣

は
、
町
上
下
水
道
課
ま
た
は
町
住
民
環

境
課
窓
口
に
備
え
つ
け
て
あ
る
ほ
か
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当
・
藤
田
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

http://w
w

w
.tow

n.m
iham

a.fukui.jp/

　
　

 (

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら｢

く
ら
し
の
情

報｣

の｢

上
下
水
道｣

を
選
択)

世
帯
人
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

｢

下
水
道
世
帯
人
員
変
更
届｣

の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

問HP

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー｢

は
あ
と
ぴ
あ｣

へ
の
移
転
に
伴

い
、
次
の
期
間
を
臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

● 

休
館
期
間

　

 

3
月
26
日(

木)

～
31
日(

火)

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

宇
佐
美)

☎
32
︲
０
１
９
２

問

募
集･

申
請
等

佐
竹
良
三
郎
奨
学
育
英
基
金

(

奨
学
金)

の
ご
案
内

　

佐
竹
良
三
郎
奨
学
育
英
基
金(

奨
学

金)

は
、
独
立
法
人 

日
本
学
生
支
援
機

構
の
奨
学
金
制
度
を
補
う
目
的
で
、
平
成

14
年
9
月
に
佐
竹
良
三
郎
氏
の
ご
厚
志
に

よ
り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

● 

出
願
資
格　

･

　

美
浜
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

･

　

 

大
学(

短
期
大
学
及
び
大
学
院
を
除

く)

に
在
籍
す
る
人
ま
た
は
入
学
見
込

み
の
人

･

　

 

特
に
優
れ
た
資
質
を
有
し
な
が
ら
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
著
し
く
修
学
困
難
な
人

● 

限
度
額

　

月
額 

４
０
，０
０
０
円
以
内(

無
利
子)

● 

提
出
書
類

・
奨
学
金
貸
付
申
請
書

・
申
出
者
と
同
一
生
計
に
あ
る
人
全
員
の

　

所
得
に
関
す
る
証
明
書(

源
泉
徴
収
票

　

の
写
し
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し)

※
所
得
に
関
す
る
証
明
書
が
な
い
場
合

　

は
、
市
町
村
発
行
の
所
得
証
明
書
が
必

　

要
で
す
。

※ 

申
出
者
が
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
門

学
校
に
在
籍
し
て
い
る
場
合
、
在
籍
す

る
学
校
の｢

奨
学
生
推
薦
調
書｣

が
必

要
で
す
。

● 

定
員
　
4
名

● 

奨
学
金
の
返
還

　

貸
し
付
け
が
終
了
し
た
月
か
ら
毎
年
1

回
ま
た
は
2
回
、
指
定
し
た
期
日
ま
で
に

納
付
す
る
こ
と
と
し
、
8
年
以
内
に
返
還

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

採
用
の
基
準

︻
学
力
の
基
準
︼

　

特
に
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

日
本
学
生
支
援
機
構
の
学
力
基
準(

高

校
の
学
習
成
績
が
5
段
階
法
に
よ
る
平

均
3･

5
以
上)

を
満
た
し
て
い
る
人

は
、
ま
ず
日
本
学
生
支
援
機
構
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

︻
家
計
の
基
準
︼

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
定
め
る
第
一

種
奨
学
金
の
年
収･

所
得
の
基
準
に
準

じ
ま
す
。

● 

採
用
の
選
考

　

美
浜
町
教
育
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

● 

募
集
期
間

　

4
月
10
日(

金)

ま
で

　
　

町
教
育
政
策
課(

担
当･

川
畑)

☎
32
︲
６
７
０
８

問 国民年金保険料は口座振替がお得です

金納付よりも割引額が多い｢6か月前納｣｢1年前納｣｢2年前納｣もありお得です。(令和2年度の前納の納付
期限は2月末日です。)
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関の届出印を持参の上、ご希望の金
融機関または年金事務所へお申し出ください。

国

● 学生納付特例制度とは
　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される制度のことです。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学(大学院)、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校(修業年限１年以上の課程)に在学する方で、本人の前年所得が｢118万円+(扶養親族等
の数×38万円)｣以下の方です。
● 制度の更新について

　今年度、制度を利用されている方(来年度以降も在学予定と申請された方)には、3月末に基礎年金番号
等が印字されたハガキ形式の学生納付特例の申請書が送付されます。引き続き、学生納付特例制度の申
請を希望の場合は、必要事項をご記入の上、ご返送ください。
　なお、来年度、学生納付特例制度を利用せずに保険料の納付を希望する場合は、納付書を送付します
ので、最寄りの年金事務所までお問い合わせください。

学生納付特例制度について

※お問い合わせ先　 日本年金機構敦賀年金事務所  ☎ 23‐9904
　　　　　　　　　町住民環境課 ( 担当 ･ 山口 )　 ☎ 32‐6703

民年金保険料の納付には、口座振替が利用できます。
　口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより割引される｢早割制度｣や、現

美
浜
東
美
し
野｢

い
き
い
き
農
園｣

の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
貸

し
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
や
友
人
と
と
も
に
、
楽
し
い
野
菜

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

無
料
サ
ポ
ー
ト

　

小
農
具
の
貸
し
付
け
や
栽
培･

土
づ
く

り
等
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

● 

利
用
料　

･

町
民
の
方　

年
額
４
，
０
０
０
円

･

町
外
の
方　

年
額
５
，
０
０
０
円

　
　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
32
︲
６
７
１
８

問
● 

申
込
方
法

　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。

福
井
県
立
道
守
高
等
学
校

通
信
制
生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

　

県
立
道
守
高
校
で
は
、
通
信
制
の
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

● 

個
別
相
談
会
開
催
日

　

3
月
8
日(

日)

● 

出
願
期
間

　

3
月
13
日(

金)

～
23
日(

月)

● 

そ
の
他

　

郵
送
に
よ
る
出
願
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
　

福
井
県
立
道
守
高
等
学
校

　
　

通
信
制　

入
学
係

☎
０
７
７
６
︲
36
︲
１
１
８
４

問

　

平
成
28
年
10
月
よ
り
実
施
し
て
い
た
耳

川
橋
の
改
築
工
事
が
、
令
和
2
年
3
月
末

で
完
了
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

工
事
期
間
中
、
大
変
な
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
し
た
。

　

耳
川
橋
の
開
通
は
、
次
の
と
お
り
予
定

し
て
い
ま
す
。

耳
川
橋
改
築
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

● 

開
通
予
定
日　

 

4
月
4
日(

土)

町
土
木
建
築
課(

担
当･

野
原)

☎
32
︲
６
７
０
７

問
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Mihama　Information

教
室･

講
座･

説
明
会
等

3
月
5
日(

木)

、12
日(

木)

　
　

19
日(

木)

午
前
9
時
30
分
～
10
時
45
分

● 

日
　
時

● 

場
　
所

南
西
郷
公
民
館

　

町
で
は
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、

活
き
活
き
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

活
き
活
き
健
康
教
室

第
3
弾
を
開
催
し
ま
す

● 

対
　
象

65
歳
以
上
の
方

● 

服
　
装

動
き
や
す
い
服
装

　
　

町
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

藤
木)

☎
32
︲
６
７
０
４

● 

持
ち
物

上
履
き
、
飲
み
物

● 

講
　
師

㈱
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｃ

内
藤
慎
也 

氏(

理
学
療
法
士)

問 も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

3
月
18
日(

水)

午
後
1
時
～
2
時

● 

日
　
時

● 

会
　
場

東
部
診
療
所

● 

対
　
象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

● 

定
　
員

2
人

● 

費
　
用

無
料

町
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

藤
木)

☎
32
︲
６
７
０
４

問
● 

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

宇
佐
美)

☎
32
︲
０
１
９
２

問 ◆｢

ひ
な
ま
つ
り
会｣

3
月
3
日(

火)

午
前
10
時
45
分
～
11
時
20
分

● 

日
　
時

● 

会
　
場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

対
　
象

在
宅
児
と
保
護
者

● 

内
　
容

　

オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル｢

風
音｣

の
演
奏

や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

3
月
14
日(

土)

午
前
9
時
～
正
午

● 

日
　
時

● 

会
　
場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

対
　
象

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

● 

費
　
用

無
料

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
︲
３
７
４
７

問
● 

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

3
月
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
合
わ
せ

て｢

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会｣

が
開
催
さ

れ
ま
す
。
法
律
や
就
労
、
ひ
き
こ
も
り
、

職
場
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
が
可
能
で
す
。

美
浜
町
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

第
１
弾　

 

阿
弥
陀
寺
の
狐
玉
、
河
童
の

詫
証
文
、
波
除
け
地
蔵
等

● 

内
　
容

● 

講
　
師

　

 

金
田 

久
璋 

氏(

町
文
化
財
保
護
委
員
、

元
美
浜
町
誌
編
纂
委
員
会
委
員
長)

(

一
社)

若
狭
美
浜
観
光
協
会

☎
32
︲
０
２
２
２

問
● 

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

若
狭
美
浜
観
光
協
会
で
は
、
美
浜
町
の

ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
た
め
、
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
に
は
な
れ
な
い
け
ど
学
ん
で
み

た
い
と
い
う
方
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

● 

日
　
時

・
第
1
回　

座
学

  

3
月
3
日(

火)

午
後
7
時
～

・
第
2
回　

美
浜
ま
ち
歩
き｢

ブ
ラ
美
浜｣

  

3
月
8
日(

日)

午
前
9
時
～
午
後
3
時

・
第
3
回　

座
学

  

3
月
17
日(

火)

午
後
7
時
～

● 

費
　
用

無
料

イ
ベ
ン
ト･

行
事

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
２
０
２
０
が

開
催
さ
れ
ま
す

　

3
月
1
日(

日)

午
後
1
時
～

● 

日
　
時

● 

会
　
場

な
び
あ
す

● 
費
　
用

無
料

町
小
倉
会
館　

☎
32
︲
０
６
０
０

町
文
化
会
館　

☎
32
︲
０
７
０
７

問
● 
そ
の
他

　

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。整
理
券
は
、

な
び
あ
す
、
小
倉
会
館
、
文
化
会
館
で
の

お
渡
し
と
な
り
ま
す
。

・
映
画
上
映
会　

｢

あ
ん｣

・
講
演
会　

原
作
者 

ド
リ
ア
ン
助
川
氏

● 

内
　
容

※ 

入
場
整
理
券
の
配
布
は
、
無
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

職
場
で
の
悩
み
ご
と
総
合
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

3
月
22
日(

日)

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

● 

日
　
時

● 

会
　
場

敦
賀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(

敦
賀
市
東
洋
町
1
︲
1)

● 

費
　
用

無
料

福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
７
６
︲
20
︲
０
５
９
７

問
● 

そ
の
他

　

当
日
受
け
付
け
も
可
能
で
す
が
、
3
月

19
日
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
い
た
だ
く
と

ス
ム
ー
ズ
に
ご
案
内
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

解
雇
や
賃
金
等
、
労
使
関
係
の
悩
み
や

困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
労
働
問
題

の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

夜
間
労
働
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

3
月
24
日(

火)

4
月
28
日(

火)

5
月
19
日(

火)

午
後
6
時
30
分
～
8
時

● 

日
　
時

● 

会
　
場

福
井
県
庁

● 

費
　
用

無
料

福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
７
６
︲
20
︲
０
５
９
７

問
● 

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

みはま
“郷育プログラム”

関連講座

日時

会場

3 月14 日 ( 土 ) 午後1時～ 3 時

町歴史文化館

内容 京都府立大学の学生が、美浜で行ったフィールド
調査について報告を行います。
①南夜山遺跡出土銅鐸の 3 次元計測
②菅浜の精霊船
③文化遺産周遊ルートをつくる　等

定員 40 人

京都府立大学フィールド調査報告会 2020in 美浜　
　　　　　　　　～調査から見えたみはまの文化遺産～

みはま土曜歴文講座 受講料

無 料
座　学

申込
締切 3 月 13 日 ( 金 ) まで

※お問い合わせ先　町歴史文化館(担当･松葉) ☎32‐0027

野
菜
栽
培
教
室
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
野

菜
栽
培
教
室
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

内
容

　

野
菜
の
栽
培
方
法
や
土
づ
く
り
、
病
害

虫
防
除
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。教
室
は
、

年
間
10
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

● 

募
集
人
数　

30
人(
先
着
順)

● 

受
講
料　
　

無
料

● 

申
込
期
限　

3
月
31
日(

火)

ま
で

● 

申
込
方
法

　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
32
︲
６
７
１
８

問
｢

三
方
五
湖
エ
リ
ア
魅
力
ア
ッ
プ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｣

が
開
催
さ
れ
ま
す

　
　

 

嶺
南
振
興
局 

嶺
南
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
室
☎
０
７
７
０
︲
56
︲
２
２
１
２

問
　

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
向
け
て
嶺
南

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
機
運
醸
成
を
図

り
、
地
域
振
興
や
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た

め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

3
月
20
日(

金･

祝)

午
後
3
時
45
分
～
6
時

● 

日
　
時

● 

会
　
場

三
方
青
年
の
家

▼ 

講
演｢

縄
文
人
に
学
ぶ
日
本
人
の
心｣

　

講
師　

上
田 

篤 

氏(

建
築
家)

▼ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

 ｢

三
方
五
湖
エ
リ
ア
の
観
光
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
は｣

 

︻
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
︼

　

進
士
五
十
八 

氏(

福
井
県
立
大
学
長)

 

︻
パ
ネ
リ
ス
ト
︼

　

 

福
田
布
貴
子 

氏(

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー)

　

 

石
田
靖
彦 

氏(

㈱
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ

ン
代
表
取
締
役)

　
 

田
辺
一
彦 

氏((

一
社)

若
狭
路
活
性

化
研
究
所
代
表
理
事)

● 

内
　
容

● 
入
場
料

無
料(

事
前
申
し
込
み
制)
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